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組合の主張 

 ２０２５年度第二四半期決算は増収増益であり、単体の営業収益は 1 兆 756 億円、対前年度 496 億

円の増となった。過去最高に 10 億円及ばなかったものの、過去最高の営業収益と同様と評価できる。 

会社の回答 

 第二四半期決算では鉄道の好調が、ご利用に支えられて好調であったものの、収益を上回る費用増

のため、営業利益は 20 億円減益となり、今後想定されるコスト増の中で経営課題となる。 

新たな通期業績予測は過去最高！ 

昨年：通期６０円で６８０億円 

 

今期：通期７０円で７９４億円 

100億円以上増！！ 


